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カーボンニュートラルポート（CNP）の形成

○ サプライチェーン全体の脱炭素化に取り組む荷主等のニーズに対応し、脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化を図ること

により、荷主や船社から選ばれる競争力のある港湾を形成する。

○ また、温室効果ガスの排出量が多い産業等が多く集積する港湾・臨海部において、水素・アンモニア等の受入環境の整備

を図ることにより、産業の構造転換及び競争力の強化に貢献する。

○これらにより、我が国が目標とする2050年カーボンニュートラルの実現に貢献する。

出典：国立環境研究所HP
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港湾・臨海部立地産業が利用

荷主や船社から選ばれる

競争力のある港湾を形成

・港湾は輸出入貨物の99%以上が経由する国際ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの拠点

・サプライチェーン全体の脱炭素化に取り組む荷主等のニーズへ

の対応が求められている。

脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化を図ることにより、

荷主や船社から選ばれる競争力のある港湾を形成

脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化の取組例
ＬＮＧバンカリングのイメージ

LNG燃料供給船 LNG燃料船

出典： セントラルＬＮＧマリンフューエル

・港湾・臨海部にはCO2排出量の約6割

を占める産業の多くが集積。

・これら産業のエネルギー転換への対応

が求められている。

（例：碧南火力発電所における
アンモニア混焼実証）

港湾のコンテナターミナルにおける脱炭素化の取組状況を
客観的に評価するCNP認証を創設

停泊中船舶への
陸上電力供給

船舶への
低・脱炭素燃料の供給

荷役機械の
低・脱炭素化

出典:三井E&S HP

水素燃料電池搭載型RTG

化学工業
(石油石炭製品を含む)0.6億トン（5.4%）

その他
4.5億トン
（42.5%）

発電所・
製油所等
4.3億トン
（40.4%）

鉄鋼
1.2億トン
（11.7%）

CO2排出量
（電気・熱配分前）
（2021年度確報値、

2023.04.21公表）

計10.6億トン

水素・アンモニア等の受入環境の

整備を図ることにより、産業の構

造転換及び競争力の強化に貢献
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各港における港湾脱炭素化推進協議会等の設置状況

・八戸港
・久慈港
・釜石港
・仙台塩釜港
・小名浜港

・苫小牧港
・室蘭港

・大阪港
・堺泉北港
・阪南港
・日高港
・和歌山下津港
・神戸港
・東播磨港
・姫路港

鳥取港・
境港・

浜田港・

・茨城港
・鹿島港
・東京港
・千葉港
・木更津港
・川崎港
・横浜港

舞鶴港・

青森港・
能代港・
船川港・
秋田港・
酒田港・

新潟港・
両津港・
小木港・

直江津港・
伏木富山港・

七尾港・
金沢港・
敦賀港・

全国76港湾で開催
（令和6年1月22日時点）

○カーボンニュートラルポート（CNP）の形成に向け、各港湾において官民連携の協議会等（※）が開催されている。

（※）構成 ： 港湾管理者、関係地方公共団体、民間事業者、港湾利用者、学識経験者、関係省庁の地方支分部局 等

水島港・
福山港・
広島港・
徳山下松港・

須崎港・
新居浜港・
坂出港・
高松港・

徳島小松島港・
橘港・

・清水港
・御前崎港
・三河港
・衣浦港
・名古屋港
・四日市港
・津松阪港
・尾鷲港

北九州港・
博多港・
苅田港・
佐世保港・
長崎港・
三池港・
大分港・
津久見港・
八代港・
佐伯港・
川内港・
細島港・
志布志港・

・運天港
・金武湾港
・中城湾港
・那覇港
・平良港
・石垣港
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茨城港、鹿島港(茨城県)

2021年8月～(継続中)
・いばらきカーボンニュートラル産業
拠点創出推進会議
・茨城港/鹿島港CNP形成計画作成
WG

2022年3月
・茨城港CNP形成計画(案)策定
・鹿島港CNP形成計画(案)策定
2023年3月
・港湾脱炭素化推進計画策定
2023年度末
・鹿島港 基地港湾完成予定

千葉港、木更津港(千葉県)

2023年3月～(継続中)
・千葉港/木更津港CNP検討会

東京港(東京都)
2022年6月～(継続中)
・東京都CNP検討会
2023年3月
・東京港CNP形成計画策定

横浜港 (横浜市)

鹿島港内の洋上風力発電
2026年度稼働予定
18万kW級(風車19基)

銚子沖の洋上風力発電
2021年12月事業者決定
2028年稼働予定
39万kW級(風車31基)

いすみ市沖の洋上風力発電
2021年9月「有望な区域」に指定

九十九里沖の洋上風力発電
2022年9月「有望な区域」に指定

2020年2月～4月
・横浜港・川崎港CNP検討会

2021年7月(継続中)
・横浜港・川崎港CNP形成推進会議

2022年5月～(継続中)
・川崎カーボンニュートラルコンビナート形成推
進協議会

・川崎港カーボンニュートラルポート形成推進協
議会

2023年9月
・港湾脱炭素化推進計画策定

2020年2月～4月
・横浜港・川崎港CNP検討会

2021年7月～(継続中)
・横浜港・川崎港CNP形成推進会議

2022年8月～(継続中)
・横浜港脱炭素化推進臨海部事業所協議会
2023年7月～(継続中)
・横浜港脱炭素化推進港湾物流協議会
2023年8月～(継続中)
・横浜脱炭素イノベーション協議会

川崎港(川崎市)

関東地方整備局管内のCNPの動向
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関東管内 港湾脱炭素化推進計画の概要と主な取組

【目的】
〇茨城港の魅力向上（競争力強化）
〇近隣県も含めた需要をベースとした次世代エネルギー
のサプライチェーンの拠点化を目指す。

【目的】
川崎臨海部においてCNP形成を推進するための具体的な
取り組みについて定め、カーボンニュートラルを目指す。

短中期(2030年度) 長期(20５０年)

計画全体 2013年度比50%以上削減 カーボンニュートラル

港湾管理者排出分 2013年度比90%以上削減 カーボンニュートラル

【目標】

【目標】

【目的】
〇鹿島港の魅力向上（競争力強化）
〇コンビナート内の需要をベースとした次世代エネルギーの
サプライチェーンの拠点化を目指す。

目標年次 2030年 2050年

削減目標 2013年比46％削減 カーボンニュートラル

【目標】

茨城港

鹿島港

川崎港
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【主な取り組み※】
《日立港区》
〇車両・荷役機械のFC化
《常陸那珂港区》
〇石炭火力発電所での燃料アンモニア混焼
《大洗港区》
〇フェリーへのLNGバンカリング

【主な取り組み※】
• 基地港湾の施設整備
• 資源プラスチックのケミカルリサイクル

【主な取り組み】
• 水素等の受け入れ拠点の整備
• 荷役機械のFC化・EV化

※将来構想を含む

※将来構想を含む

目標年次 2030年 2050年

削減目標 2013年比46％削減 カーボンニュートラル




